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助成の実務を担う職員のネットワーク初会合
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スケジュール

• アウトプット、アウトカム、中期目標などの記載が求められる申請書は他にもありましたが、ロジッ
クモデルははじめてでしたが、こういう企画書の方式は面白いと思いました。

• 短期～長期までの数値目標設定を行うことができ、今後の活動の方向性が明確になりました。

• ロジックモデルを描いたことは初めての経験でした。このモデルを描くことによって、関係者にも本
企画の目的や目標のイメージを共有するのに役立ったと思います。

• ロジックモデルを作るのに苦労しました。

• ロジックモデルの形式で企画書を作成させてもらい、今回応募した企画内容についても、感覚的で
あったのが具体化され、企画書を作るだけでもとても有意義な時間となりました。

• ベースとされたというimpact measurementですが、非常に勉強させていただく結果となりました。

• こういった企画書を作成するのは初めてでしたが、作成する中で企画内容が整理され、非常に有益で
した。

• これを書いているうちに漠然と考えていたことが明確になり、とても役立ちました。

• 慣れない書式ではありましたが、企画書作成の過程で頭の中も整理され、

• やりたい事が整理される企画書
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今日決めたいこと

• ネットワーク名

• 目的

• 内容

• メンバー参加条件、公開度

• コミュニケーション方法（オンライン、オフライ
ン）

• 頻度、時間帯、場所

• 連絡方法

• 次回日程・議題
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自己紹介
①お名前
②所属・担当
③趣味や特技

団体紹介
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背景と問題提起
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寄付する人と
助成する人の違い
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日本の人口の長期的推移
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国土交通省 ライフスタイル・生活懇談会配付資料
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公債残高の推計
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日本政府の借金

財務省資料
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そもそも
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助成金の実務者
向けの学習機会

が少ない
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早く行きたいなら一人で、
遠くへ行きたいならみんなで
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成果志向の助成金
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成果をあげるた
めには

まず成果を定義
しなくてはなら

ない
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個人的な想い
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Ｑ.誰のための

成果か

A.助成先の先にいる

「受益者」のため
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成果志向の助成金とは

①助成”業界”

レベル

②組織レベル

③プログラム

(事業)レベル

④プロジェク

トレベル
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成果志向の事例

①助成”業界”レベル

•共同ファンディング（JFC.6）

•NPO支援財団研究会（助成財団センター）

②組織レベル

•ミッション/ビジョン/中長期計画

•ミッション関連投資

•組織評価（助成先、ドナー、スタッフなどから

の評価)

③プログラム(事業)レベル

•戦略的グラントプログラム（JFC.3）

•助成プログラムの最適化（ソシオ・マネジメン

ト・スクール）

•ngo・npo支援団体連絡会

④プロジェクトレベル

•ベンチャー・フィランソロピー（JFC.4）

•基盤強化助成&プロジェクト助成

•コレクティブインパクト、触媒型フィランソロ

ピー（JFC.5）

•ロジックモデル導入、応募前・内定後改善
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皆さんの関心事

①助成”業界”レベル

•災害時の協調助成（鷲澤）、連携・情報共有（濱野）

•セクターの基盤強化に向けた共同基金設立（加藤）

•支援団体向けの合同研修、トラブル事例の共有(田村)

•募集要項・申請書の項目のチェックリスト共有（加藤）

•「ファイナンシャルサポートのエコシステム」（鷲澤）

•助成プロジェクトのクラウドソーシング（加藤）
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「助成プロジェクトのクラウドソーシング」
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皆さんの関心事

③プログラム(事業)レベル

•同じプログラムテーマに関する課題共有等(田村)

•分野ごとの問題構造の共有、ロードマップ（藤田・日本）

•各業界別の専門家のリスト（竹山）

•助成事業の効果的な周知活動(竹山)

•事業の価値の最大化と社内説明責任（高瀬・中央労金）

•公開前のピアレビュー（加藤）
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皆さんの関心事

④プロジェクトレベル

•助成終了後の評価と団体との関わり方（竹山）

•ＮＰＯの自己改善能力（本城）

•コレクティブなインパクトの評価（濱野）

•ケーススタディ（採択、報告、M&E）（加藤）
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意見交換
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今日決めたいこと
（随時見直し）
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今日決めたいこと（1/4）

• ネットワーク名：

国内ＮＰＯ対象に

「助成の実務を担う担当者ネットワーク」

• 目的 助成金がよりいきるため
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今日決めたいこと（2/4）

• 内容

• 助成担当者間の情報交換、意見交換、ピアレビュー

• 勉強会

• 助成金との連携の問い合わせ先
• 社会的インパクトイニシアチブ

• ＮＰＯ会計基準推進委員会

• Accountability for Change:会計情報の活用について

• Google:クラウド上での団体情報の共有や助成審査時の申し込
みフォームの団体を越えたテンプレート化、オンライン面接
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今日決めたいこと（3/4）

• メンバー参加条件、公開度：オープン、各回自由
参加

• コミュニケーション・情報共有方法：クラウド
ベース

• mtg頻度、時間帯、場所
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今日決めたいこと（4/4）

• 連絡方法

• 運営方法

• 次回日程・議題

事業計画の共有、募集要項の共有、団体との付き
合い方、落選理由、決定通知、
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